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(57)【要約】
【課題】インターネットから個人の生理データを書き入
れ/読み取りできる個人生理データ管理システムの開発
。
【解決手段】１つのプラットフォーム（platform）を含
むウェブ・サイトを提供し、そこを経由して患者個人の
生理データをサーバのメモリに書き入れ、必要な時に読
み取り、病院や医療機関に参考のため、提供するように
した。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　インターネットから個人の生理データを書き入れ/読み取り可能な、個人生理データ管
理システムであって、
　個人の生理データを使用者（患者）自身、または医療機関がウェブ・サイト（web site
）から書き入れ/読み取りできる、プラットフォーム（platform）を備え、
　前記使用者（患者）にウェブ・ページ（web page）を提供し、個人用として、長期に渡
って、前記生理データを入力（upload）、記録、インタセップト（intercept）、検討、
または転送などができる、ウェブ・サイト表示用ウェブサーバ（server）と、
　前記個人生理データの来源や正確性を判断し、データの入力の錯誤、ハッカー（hacker
）の侵入によるデータの盗取、破壊、病毒の伝播などを防止し、前記サーバの正常運転を
確保する、管理者用端末と、
　を含んだ、個人生理データ管理システム。
【請求項２】
　前記ウェブ・サイトは、前記使用者が如何なる所からでも、その個人生理データを入力
して前記サーバのメモリにストアしたり、また、インタセップトして取り出し、検査する
ことができる、請求項１に記載の個人生理データ管理システム。
【請求項３】
　前記ウェブ・サイトは使用者（患者）の同意の元で、医療機関が前記個人生理データや
医療記録を前記サーバのメモリから/に読み取り/書き入れて、必要な医療処置や査問を許
可する、請求項１に記載の個人生理データ管理システム。
【請求項４】
　前記個人の生理データ、例えば、体温、血圧、脈搏、血糖、血中酸素値などと、脳波図
、心電図、胸部レントゲン図やその外の検測可能な生物化学的数値、免疫反応、電解物質
や色々な影像を、インターネットや通信設備を通して伝送する、請求項１に記載の個人生
理データ管理システム。
【請求項５】
　前記個人の生理データは人工により登録、または前記医療機関が儀器で検測した後登録
する、請求項１に記載の個人生理データ管理システム。
【請求項６】
　前記サーバは使用者の身分、前記個人の生理データと検測した時間や来源の正確性を判
断し、記録する、請求項１に記載の個人生理データ管理システム。
【請求項７】
　前記サーバの中にはそれぞれ、しきい値（threshold value）が設定されていて、入力
された前記個人の生理データが、このしきい値を超えた場合、関係者と前記医療機関は前
記サーバの通告で、必要な医療処置をとる、請求項１に記載の個人生理データ管理システ
ム。
【請求項８】
　前記しきい値は、WHO或いは世界各国の医界の権威より提供される、請求項７に記載の
個人生理データ管理システム。
【請求項９】
　前記関係者とは患者の家族、または指定された個人や団体で、緊急状態と認めた場合、
当地の救急センターに連絡し、応急処置を取る、請求項７に記載の個人生理データ管理シ
ステム。
【請求項１０】
　前記ウェブ・サイトとウェブ・ページは、前記サーバに前記データのストア時間とスト
アする方式を設定し、また前記データの分析と統計の機能を有し、ブラウザー(browser)
を支援して各種の表示をする、請求項１に記載の個人生理データ管理システム。
【請求項１１】
　前記ウェブ・サイトのウェブ・ページは、前記データを曲線、コラム(column)、グラフ
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や表、拡大や縮小した色彩図表で示す、請求項１に記載の個人生理データ管理システム。
【請求項１２】
　前記ウェブ・サイトの使用者（患者）の同意の下で、前記医療機関は前記使用者（患者
）個人の外来、入院及び健康診断を含む医療記録を登録できる請求項３に記載の個人生理
データ管理システム。
【請求項１３】
　前記ウェブ・サイトの使用者（患者）の同意の下で、前記ウェブ・サイトは持続して前
記個人の生理データの監測記録を遠隔地の医療機関に提供し、遠隔地で監測、記録、警告
、或いは緊急医療処置を取る、請求項１に記載の個人生理データ管理システム。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案はインターネットから個人の生理データを書き入れ/読み取りできる、個人生理
データ管理システムに関するもので、即ち、資料を書き入れ/読み取りできるサーバを備
えたウェブ・サイトに於て、インターネットを経て個人の生理データをサーバに書き入れ
、医療機関が必要な医療行為を執行するため、何処からでもこのデータを取得できる、個
人生理データ管理システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　インターネット技術の驚異的な進歩は、色々な資料をウェブ・ページに登録し、速読し
、またはウェブ・サイトから資料をインタセップト（intercept）できるようになった。
　このような極上の現代技術をより広泛に、より効果的に日常生活、特に医療界に於て利
用することは、非常に価値あるものである。 
【０００３】
　患者の生理機能の徴候として、体温、血圧、脈搏、血糖、血中酸素、脳波、心電図、胸
部レントゲンなどの記録が病院に保存され、必要な時に利用される。然るに患者が遠隔地
に旅行して発病し、医療を受ける場合、当地の医師は、正確な診断を下すために必要な、
上記の生理機能の徴候、即ち生理データの記録が手元にないので、重複した検査が必要と
なり、時間や金銭の浪費となる。このような不便とむだは避けなければならない。
【０００４】
　このような不便を解決するため、現今の高度な発展を遂げたインターネット技術を駆使
して、患者のプライバシーを侵犯しない程度に於て、その個人の生理データをインターネ
ット上のウェブ・サイトから取り入れ、医師の診断上の参考にすることは、よい解決手段
である。
【０００５】
　この問題に取り組んで本願の考案者は長年に渡る苦心研鑽の結果、遂に本考案の開発の
成功に至ったのである。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　個人の生理データの記録をストアし、いつ、如何なる場所からでも読み取って、病院や
医療機関に提供し、医師の診断の参考になる、インターネットから個人の生理データを書
き入れ/読み取りできる、個人生理データ管理システムの提供を本考案の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を解決せんがため、本考案では１つのプラットフォーム（platform）を含ん
だウェブ・サイトのサーバを提供して、そこを経由して患者個人の生理データをサーバの
メモリに書き入れ、必要に応じて読み取り、病院や医療機関に診断の参考として提供する
個人生理データ管理システムである。
【図面の簡単な説明】
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【０００８】
【図１】本考案に係る、インターネットから個人の生理データを書き入れ/読み取りでき
る、個人生理データ管理システムの系統図である。
【図２】本考案に係る、インターネットから個人の生理データを書き入れ/読み取りでき
る、個人生理データ管理システムの実施例図である。
【考案を実施するための形態】
【０００９】
　図１は本考案に係る、インターネットから個人の生理データを書き入れ/読み取りでき
る個人生理データ管理システムの系統図である。
　図１に示すように、その中にはサーバ１２、ウェブ・サイト１３、管理者用端末１４、
使用者（患者）１１と病院または医療機関１５を含んでいる。
【００１０】
　サーバ１２は使用者１１と、病院または医療機関１５に１つのアクセシブル（accessib
le）なプラットフォームを提供し、ここからウェブ・サイト１３のサーバ１２に使用者１
１の生理データを書き入れ/読み取りする。システム管理者は管理者用端末１４によって
、サーバ１２の正常な運転を確保するため、サーバ１２に使用者１１の身分、個人生理デ
ータ、検測した時期、或いは資料の来源（記録儀器の記録による）が正確か否かを判断さ
せる。
【００１１】
　サーバ１２の中にはそれぞれのしきい値(threshold value)が設定されていて、入力さ
れた個人の生理データが、このしきい値を超えた場合、関係者と病院や医療機関１５はサ
ーバ１２の通告により、必要な医療処置を取る。これらのしきい値はWHO（世界衛生組織
）、或いは世界各国の医界の権威より提供されるものである。そして関係者とは使用者（
患者）１１の家族、また指定された個人や団体で、緊急状態と認めた場合、当地の救急セ
ンター（例えば１１９）に連絡し、応急処置を取る。
【００１２】
　ウェブ・サイト１３のウェブ・ページは、使用者（患者）１１に私人用として、個人の
生理データの長期に渡っての登録、ストア、検視、インタセップト、または転送を許す。
使用者（患者）１１は、このウェブ・サイト１３のサーバ１２にストアする時間と方式を
設定することができる。また、データの分析と統計の機能を有し、またウェブ・サイト１
３のブラウザー(browser)を支援して、各種の表示をする。例えば過去１週間/１ヶ月/１
年間の血糖値の表示、また他の生理データも同様に表示できる。データは曲線、コラム(c
olumn)、グラフや表(table)、拡大や縮小した色彩図により、使用者１１をして一目瞭然
たらしめる。
【００１３】
　管理者は、管理者用端末１４を介して、データの来源や正確か否かを識別し、不正確な
データの入力、ハッカー（hacker）やマルウェア(malware)の侵入、病毒による破壊の防
止を司どり、サーバ１２の正常運転と安全を確保する。
【００１４】
　使用者１１はサーバ１２のメモリーから、個人の生理データを読み取り、またメモリー
に書き入れたりし、或いは任意の所から査問したり、検視したりする。ここで生理データ
とは体温、血圧、脈搏、血糖、血中酸素、脳波図、胸部レントゲン、心電図などを指し、
またその他測定可能な人体の試験データ、例えば生物化学的検測値、免疫反応、電解質、
及びその他の影像など、インターネットや通信回路を通じて伝送できる測定値をも含むも
のである。
【００１５】
　病院（医療機関）１５は使用者（患者）１１の同意の下で、ウェブ・サイト１３のサー
バ１２に、使用者１１個人の生理データを書き入れたり、サーバ１２から読み取ったりし
て、使用者１１に対し、必要な医療処置を取る。このような構成で使用者１１のサーバ１
２にストアされた電子式病歴は、必要がある場合、参考用として、その他の医療機関１５
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【００１６】
　図２は本考案に係る、インターネットから個人の生理データを書き入れ/読み取りでき
る個人生理データ管理システムの実施例図である。患者自身、その家族や健康管理者を含
む使用者１１は、インターネット、有線や無線の通信回路を通じて、その個人の生理デー
タをウェブ・サイト１３のサーバ１２に書き入れ、或いは読み取って、遠隔地にいる使用
者１２や病院または医療機関１５に提供する。さらに特定に緊急事情に遭遇した際、当地
の救護センター１７は要請あり次第、救急車１８を派遣して、患者１１を現在居る遠隔地
の医療機関１６に護送し、治療を受けさせるのである。この際、この遠隔地の医療機関は
インターネットを通じてウェブ・サイト１３のサーバ１２から患者１１の生理データを読
み取り、最善の治療を施すための良い参考にする。
【００１７】
　以上詳細な説明は、本考案の実施可能な実施例についての具体的説明である。但し、こ
の実施例は、本考案の特許請求範囲を制限するものではなく、凡そ本考案の技術精神を逸
脱せずになされた同等効果の実施、または変更は、全て本考案の特許請求範囲内に含まれ
るものとする。
【符号の説明】
【００１８】
１１：使用者（患者）　　　１２：サーバ
１３：ウェブ・サイト　　　１４：管理者用端末
１５：病院（医療機関）　　１６：遠隔地の医療機関
１７：救護センター　　　　１８：救急車

【図１】 【図２】
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